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当社グループの事業について
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教育関連事業 乳幼児から社会⼈までの教育および保育を基本とする教育企業

個別
指導

主に講師1⼈が塾⽣2名を指導する個別指導 ⼤学受験向けの映像授業

クラス
指導

設定した⽬標を突破し
⾃信をつける⽬標達成型
進学指導

認可保育所の運営

保育
上記のブランド運営の他、学校法⼈等への講師派遣、研修施設
の運営、デジタル教材・ｅラーニング教材の企画・制作、幼稚園
運営のコンサルティング（ベトナム）等

その他

不動産賃貸 余剰スペースをテナント貸し

飲 ⾷ ⼤阪市内1店舗、学校給⾷の提供

その他個別指導ブランド

学習塾

学習塾
外国⼈留学⽣を対象に⽇本語教育

学校内でフリーステップの
サービスを提供

学童保育付き英会話スクール

KAISEI CAREER CONSULTING
⽇本企業へ就職対策に特化した塾（韓国）



2022年3⽉期第2四半期累計期間

損益計算書
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（単位︓百万円、％）

前期実績 当期計画 当期実績 前期⽐ 増減率 計画⽐ 達成率

売 上 ⾼ 5,202 5,723 5,764 ＋561 ＋10.8 ＋40 100.7
教育関連

事業 5,159 5,682 5,726 ＋567 ＋11.0 ＋44 100.8
不動産賃貸

事業 20 17 21 ＋1 ＋5.4 ＋3 121.9

飲⾷事業 22 23 15 △6 △30.3 △7 67.0

営 業 利 益 △372 △113 96 ＋469 ― ＋210 ―

利益率 △7.2 △2.0 1.7 ― ― ― ―

経 常 利 益 △374 △119 118 ＋492 ― ＋237 ―

利益率 △7.2 △2.1 2.1 ― ― ― ―

当 期 純 利 益 △309 △123 76 ＋385 ― ＋200 ―

利益率 △5.9 △2.2 1.3 ― ― ― ―



業績の概要
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2022年3⽉期第2四半期累計期間実績

 売上⾼はほぼ計画通りに推移
 学習塾部⾨での運営効率化による⼈件費、好調な⼤学⽣講師の募集による

求⼈広告費が予想値を下回ったこと等により利益⽔準は⼤幅に計画値を上回る
 2015年3⽉期以来7期ぶりに半期時点での営業利益を計上

2022年3⽉期⾒通し

 オンライン授業・オンライン配信を活⽤し、
新型コロナウイルス感染症拡⼤前の利益⽔準に回復する⾒込み

 ニーズの⾼まっている関東圏でフリーステップの事業拡⼤
 新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響が依然不透明なため通期予想は据え置き
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画

（単位︓百万円）

第2四半期累計期間 通期

（売上⾼）

（損益）

売上⾼

営業損益

純損益



2022年3⽉期第2四半期累計期間
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セグメント別（部⾨別）売上⾼

5

（単位︓百万円）

教育関連事業

5,726百万円
計画⽐ +44百万円
前年⽐ +567百万円

当期実績
当期計画
前期実績

個別指導

クラス指導

保育

その他

不動産
賃貸事業

飲⾷事業



2022年3⽉期第2四半期累計期間

営業損益の増減要因
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（単位︓百万円）

△ 372

96

前期実績

当期実績

前期実績

売上⾼の増加 561

求⼈広告費の減少 30

⼈件費の増加 48

広告宣伝費の増加 34

仕⼊の増加 25

その他費⽤の増加 13

当期実績



2022年3⽉期第2四半期累計期間

グループ在籍者数（9⽉末）
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当期実績
当期計画
前期実績

個別指導

クラス指導

保育

その他

フランチャイズ
校内予備校*

直 営 教 室

25,203⼈
計画⽐ +5⼈
前年⽐ +1,578⼈

⼩学⽣ 中学⽣ ⾼校⽣ （単位︓⼈）

*「校内予備校フリーステップ」は、22/3期より直営教室に区分しないこととし、過去の数値においても遡及して変更しています
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2022年3⽉期第2四半期累計期間

教室展開の状況
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直営 278教室（前期末⽐+1） フランチャイズ 35教室（前期末⽐±0）

直営教室 部⾨別直営教室数 フランチャイズ
個別指導 クラス指導 保育 その他

⼤阪府 158 117 63 15 2 10
滋賀県 25 19 16 0 0 1
兵庫県 36 31 4 2 1 4
京都府 17 17 0 0 0 5
奈良県 4 4 0 0 0 3
徳島県 0 0 0 0 0 5
東京都 29 29 2 0 0 4
埼⽟県 7 7 0 0 0 2
千葉県 1 1 0 0 0 1
海外 1 0 0 0 1 0
合計 278 225 85 17 4 35

前期末⽐ ＋1 ＋2 ±0 ±0 ±0 ±0
（注）複数ブランドを開講する教室があるため、部⾨別の合計と直営教室数は⼀致しません



2022年3⽉期第2四半期累計期間

貸借対照表・キャッシュフロー計算書
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（単位︓百万円）

当四半期期末 前期末 増減額

流 動 資 産 2,792 3,311 △518

固 定 資 産 5,236 5,378 △141

資 産 合 計 8,029 8,689 △659

流 動 負 債 2,621 3,688 △1,066

固 定 負 債 2,825 2,482 ＋343

負 債 合 計 5,447 6,170 △723

株 主 資 本 2,592 2,525 ＋67

そ の 他 の
包括利益累計額 △9 △6 △3

純 資 産 合 計 2,582 2,519 ＋63

負債・純資産合計 8,029 8,689 △659

当期 前期

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 236 △342

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 41 △180

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △300 406

現⾦及び現⾦同等
物に係る換算差額 △0 △3

現⾦及び現⾦同等
物 の 増 減 額 △23 △120

現⾦及び現⾦同等
物 の 期 ⾸ 残 ⾼ 1,368 1,368

現⾦及び現⾦同等
物 の 期 末 残 ⾼ 1,345 1,248



2022年3⽉期計画

業績⾒通し
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前期実績 当期計画 前期⽐ 増減率

売 上 ⾼ 11,641 12,403 ＋762 ＋6.5
教育関連事業 11,541 12,317 ＋775 ＋6.7

個別指導 7,405 8,167 ＋762 ＋10.3
クラス指導 2,505 2,423 △81 △3.3
保育 1,285 1,299 ＋14 ＋1.1
その他 346 426 ＋80 ＋23.3

不動産賃貸事業 41 35 △6 △15.6
飲⾷事業 58 50 △7 △12.5

営 業 利 益 25 360 ＋335 ―
利益率 0.2 2.9 ＋2.7 ―

経 常 利 益 48 345 ＋296 ＋613.9
利益率 0.4 2.8 ＋2.4 ―

当 期 純 利 益 △ 106 157 ＋264 ―
利益率 △ 0.9 1.3 ＋2.2 ―

（単位︓百万円、％）



2022年3⽉期計画

業績⾒通し
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直営教室グループ在籍者数 期末教室数
（ ）内は前期末

直営教室 285 (277)

個別指導 236 (223)

クラス指導 78 (85)

保育 17 (17)

その他 6 (4)

フランチャイズ教室 42 (35)

25,695 26,150 26,024
24,451

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期
（計画）

25,973⼈

個別指導

クラス指導

保育
その他

例年ピークとなる11⽉時点

（注）「校内予備校フリーステップ」は、22/3期より直営教室に区分しないこととし、
過去の数値においても遡及して変更しています

（注）複数ブランドを開講する教室があるため、部⾨別の合計と直営教室数は
⼀致しません



株主還元策

12

 対象となる株主
基準⽇に
1単元以上保有している株主

 基準⽇
3⽉31⽇、9⽉30⽇

（年2回実施）

 優待内容
1単元以上保有している株主に
⼀律QUOカード1,000円分

1株当たり配当⾦の推移（円）

配当の実施
⻑期にわたる安定基盤の確⽴に努めるとともに

継続的かつ安定的な配当を実施

株主優待制度の実施
当社株式への投資魅⼒を⾼め

より多くの⽅を当社株主に

3.30

3.30

9.20 9.50 9.80 10.10 10.40 10.70

8.50

6.00
6.60

14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期

中間配当

期末配当

（予定）



Topics

「My Step Log」の開発
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勉強を⾯⽩くする新しいスタイル
学習ｅポートフォリオ
フリーステップの指導ノウハウを凝縮して開発
「My Step Log」の「⾒える化」機能で、
学習の⽅法、成果に⼤きな変化をもたらし、
新しい学習スタイルを⼿にいれることができます。

コミュニケーション、⽇々の学習記録、学習動画などを通じて、
「塾⽣の学び・成⻑」をサポートするオールインワンのプラットフォーム



Topics

「My Step Log」の機能
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保護者はスマホ等で⼿軽に学習進捗状況を確認できる



Topics

「My Step Log」の機能

15

塾⽣は授業ごとの確認テストで⾃⾝の理解度をすぐに把握できる



Topics

「My Step Log」の効果
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2021年度8⽉実施
保護者アンケート

毎授業後の先⽣⽅のコメントのおかげで状況がよく分かり、娘とも⾊々話が出来るのがいいです。（⼩6）

専⽤アプリで授業の様⼦やコメントをいただけるようになった事で、とても分かりやすく助かっております︕（⼩4）

学習カードの電⼦化は⾮常に良いと思いました。授業で何をどう学んだか（ノートや先⽣の添削）なども電⼦化に
取り組んでくれるとエビデンス、弱点克服、⾒直しにも有効だと思うので推し進めて頂きたいと思います。（中2）

授業報告で講師の先⽣からコメントが書かれていると、嬉しいです。⼦どもにも先⽣からのコメントを伝えて次のやる
気アップに繋げています。（中1）

データの蓄積から分析と対策ができる 客観的データに基づいた講座の提案
指導成果の向上

中学1年⽣ 中学2年⽣ 中学3年⽣
単元名 正答率 単元名 正答率 単元名 正答率

英語 代名詞 65.1% ⽐較︓more／most 69.8% leave + A + B (第5⽂型) 69.6%
疑問詞︓when 70.6% 接続詞︓if 70.5% keep + A + B (第5⽂型) 73.5%
疑問詞︓where 70.7% 接続詞︓when 73.1% 関係代名詞︓主格who 73.8%

数学 ⽂字式と数量 74.2% 単項式の乗法・除法 77.3% 計算の⼯夫 76.9%
四則の混じった計算 78.0% 連⽴⽅程式の利⽤（割合） 78.7% いろいろな因数分解 80.2%
関係を表す式 80.3% 式の利⽤ 79.0% 平⽅根の計算① 81.8%

指導報告がもれなく即時に届く 保護者満⾜度は向上し退塾率が低下



Topics

点数アップに強いフリーステップ
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2021年11⽉実施 新聞折り込み広告



Topics

点数アップに強いフリーステップ
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年間掲載数 6,337件
（2020年7⽉17⽇〜2021年7⽉16⽇）

点数アップ事例の掲載数は過去最⾼を更新



Topics

新卒採⽤⽀援サービスの開始
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当社
優秀な⼤学⽣講師を多数雇⽤、双⽅のニーズに適した⼈材を紹介

• ⼤学⽣講師には教務⼒向上のみならず社会⼈としての成⻑を促す研修等を実施
• ⽇頃の働き⽅から⼤学⽣講師の⼈柄や⼈間性を把握

⼤学⽣講師

• 就職情報の媒体等が多様化し、情報収集
に膨⼤な時間を要する

• コネクションの有無が就職に影響

新卒採⽤企業

• 多様化する媒体の特性に応じた対応が困難
• 応募者の⼈間性等を知る機会を⼗分に確

保できない

当社の強みを活かして三者にメリットのあるビジネスを展開



本資料について
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本資料で記述されている業績予想ならびに将来予測は、現時点で⼊⼿可能な情報に
基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。
そのため、実際の業績は記述されている将来⾒通しとは⼤きく異なる結果となることが

あることをご留意ください。

＜問い合わせ先＞

株式会社成学社 経営企画部

〒530-0015 ⼤阪市北区中崎⻄3-1-2

TEL 06-6373-1595 FAX06-6373-1518


